


に吸収された放射線のエネルギーの量を示

す単位で、放射線が人へ与える影響の大きさ

を表す単位である Sv/h（シーベルト毎時）
との間の換算には平常時は１Gy/h＝0.8  
Sv/h、緊急時は１Gy/h＝１Sv/h の式が使わ
れます。 

2つめの定時降水の全β放射能測定は１日
１mm以上の降雨があった場合、雨水を濃縮
し、そこから放出されるβ線を測定するもの

で、大まかな放射能レベルを迅速に把握する

ために実施するものです。β線が通常より高

い値を示した場合はγ線核種分析を行い人

工放射性核種の有無を確認することになっ

ていますが、現在までこの測定における検出

事例はありません。 

 
写真－３ β線測定装置 

３つめのγ線核種分析は、各種の環境試料

（降下物、大気浮遊じん、土壌、河川水）や

食品試料（蛇口水、精米、茶、牛乳、ほうれ

んそう、だいこん、あさり、まだい、わかめ）

中に含まれる放射性物質の種類と量を測定

するものです。近年の測定結果では、降下物、

土壌、茶、まだいなどの試料から過去の核実

験由来と考えられるセシウム 137 が極微量
に検出されているのみでした。 
 

 
 
 
 
 
 

緊急時モニタリング強化 
環境放射能水準調査では、これまでに紹

介した通常の調査以外に、原子力事象や原

子力関係の事故等の際、文部科学省の指示

を受け、その影響を把握するためモニタリ

ングを強化することになっています。 

近年では２度にわたる北朝鮮の核実験

実施発表への対応と東日本大震災による

福島第一原子力発電所事故への対応のた

めモニタリングを強化しています。 

 北朝鮮の核実験の際には三重県への影

響は観測されませんでした。 

 福島第一原子力発電所事故への対応は

現在も実施中です。内容は空間放射線量率

の監視強化と降下物、水道水についてγ線

核種分析を毎日実施することです。モニタ

リング強化の結果、降下物で微量のヨウ素

131 が検出されました。その量は、人の健

康に影響を与えるレベルではありません

でした。 

今後も継続して監視を行っていきます。

（平成 23 年 5 月 26 日現在） 

※環境放射能水準調査（平成 22 年 3 月末まで）の

詳細は、三重県保健環境研究所ホームページ（下

欄参照）の年報第 12 号をご覧ください。 

 
写真－４ γ線核種分析装置 

 

 
－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

 〒512-1211 三重県四日市市桜町3684－11 TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 
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